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これまでの研究の成果、アピールすべき点 
 大学院時代より主にブリ属魚類の細菌感染症であるノカルジア症の研究に携わってきた。ノカルジ

ア症は1960年代に初めて報告された後、あまり問題視される疾病ではなかったが、2000年頃からブリ

属魚類で増加し深刻な被害を与えている。今まで、血清学的診断、試作ワクチンの検討といった予防

のための研究に加え、表現型および遺伝型を用いた分子疫学調査を行ってきた。分子疫学調査では、

近年日本国内で流行している菌株は以前のタイプが再流行したのではなく、以前のものとは異なるタ

イプの菌株が現れ、全国的に広がり毎年のように流行していると考えられた。 

 近年化学物質による環境汚染が問題となっているが、化学物質が養殖魚の感染症に与える影響はあ

まり明らかにされていない。魚病分野の経験を生かし、化学物質が魚類の感染症に与える影響を明ら

かにしていきたい。 
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